
事
の
き
っ
か
け
は
、
以
倉
さ
ん
が
大
阪

在
住
時
に
仕
事
を
通
じ
て
「
大
阪
あ
そ

歩ぼ

」
に
出
会
い
、
ま
ち
歩
き
の
魅
力
を
実

感
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

「
大
阪
あ
そ
歩
」
は
、「
長
崎
さ
る
く
」

を
成
功
さ
せ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
茶
谷

幸
治
氏
を
大
阪
市
が
招
い
て
二
〇
〇
八
年

（
平
成
二
十
年
）
に
始
め
た
ま
ち
歩
き
事

業
。
以
倉
さ
ん
は
京
都
へ
移
住
し
た
の
を

機
に
「
京
都
に
も
ま
ち
歩
き
が
あ
れ
ば
」

と
活
動
を
始
め
た
。

「
ま
い
ま
い
」
で
は
、季
節
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
三
カ
月
間
程
度
を
会
期
と
し
、
主
に

週
末
に
集
中
し
て
多
数
の
コ
ー
ス
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。
参
加
費
は
一
人
二
、〇
〇
〇

～
二
、五
〇
〇
円
程
度
で
、内
容
に
よ
っ
て

は
二
〇
、〇
〇
〇
円
に
な
る
も
の
も
あ
る

な
ど
、「
長
崎
さ
る
く
」
が
お
お
む
ね
一

コ
ー
ス
五
〇
〇
円
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す

る
と
単
価
は
高
い
。

「
ま
い
ま
い
」
と
は
京
都
の
言
葉
で
「
う

ろ
う
ろ
す
る
」
と
い
う
意
味
。
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
「
京
都
の
住
民
が
ガ
イ
ド
す
る

京
都
ミ
ニ
ツ
ア
ー
」。
年
間
参
加
者
数
は

約
五
、〇
〇
〇
人
、定
員
稼
働
率
は
八
〇
％

台
後
半
以
上
を
保
っ
て
い
て
高
い︵
表
１
︶。

な
お
グ
ル
ー
プ
向
け
に
は
、
リ
ク
エ
ス
ト

地
域
の
魅
力
を
地
域
か
ら
発
信
す
る

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
言
え
ば
、
自
然
豊
か

な
地
域
の
事
例
が
多
く
目
立
つ
よ
う
だ
が
、

都
市
部
で
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
ま
ち

歩
き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「
日
本
で
初
め
て
の
ま
ち
歩
き
博
覧

会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
長
崎
さ
る
く

博
’06
」（
二
〇
〇
六
年
）
の
成
功
を
き
っ

か
け
に
、
地
域
活
性
化
策
と
し
て
「
ま
ち

歩
き
」
へ
の
注
目
度
は
高
ま
り
、
ガ
イ
ド

の
養
成
や
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
取

り
組
む
地
方
自
治
体
が
増
加
し
た
。

こ
こ
で
は
そ
の
「
長
崎
さ
る
く
」︵
22

ペ
ー
ジ
︶を
き
っ
か
け
と
し
て
そ
の
土
地

独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
事
業
の
中
で
、

筆
者
が
注
目
し
て
い
る
「
ま
い
ま
い
京

16

久
保
田 

美
穂
子 2

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
流
通
・
販
売

―
―
「
ま
ち
は
生
き
も
の
」、「
関
係
づ
く
り
」が「
集
客
」へ

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
　
観
光
研
究
情
報
室
長
・
主
任
研
究
員
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以
倉
敬
之
（
い
く
ら 

た
か
ゆ
き
）
氏

一
九
八
五
年
生
ま
れ
。
高
校
中
退
後
、吉
本
興

業
の
子
会
社
勤
務
。
二
〇
〇
七
年
株
式
会
社
イ

ロ
ト
リ
を
設
立
し
代
表
取
締
役
就
任
、二
〇
一
一

年
「
ま
い
ま
い
京
都
」
を
開
始
、
現
在
に
至
る
。

都
」「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」
を
取
り
上
げ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
流

通
・
販
売
拡
大
の
た
め
の
考
え
方
と
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
、
会
話
の
や
り
と

り
の
中
か
ら
地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

売
り
方
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

ま
い
ま
い
京
都

ま
ず
は
京
都
へ
「
ま
い
ま
い
京
都
（
以

下
、「
ま
い
ま
い
」）」
の
事
務
局
の
以
倉
敬

之
さ
ん
を
訪
ね
た
。「
ま
い
ま
い
」
は
、
圧

倒
的
に
行
政
に
よ
る
仕
掛
け
、
支
援
に
よ

る
ま
ち
歩
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
い
我
が
国

で
は
数
少
な
い
民
間
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
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17 特集◉地域発観光プログラムの流通・販売——「売れる」とは
特集2 まち歩きガイドツアーの流通・販売——「まちは生きもの」、「関係づくり」が「集客」へ

に
応
じ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
ツ
ア
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。

以
倉
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
滞
在
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
一
般

財
団
法
人
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
と

組
ん
で
「
ま
い
ま
い
京
都
実
行
委
員
会
」

を
発
足
、
二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）、

第
一
回
の
「
ま
い
ま
い
京
都
」
は
開
催
さ

れ
た（
全
三
十
コ
ー
ス
）。
京
都
市
な
ど
公

的
諸
団
体
か
ら
は
「
後
援
」
な
ど
の
支
援

を
受
け
つ
つ
、
経
理
的
に
は
以
倉
さ
ん
の

個
人
事
業
で
、
京
都
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協

会
が
電
話
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。

―
徹
底
し
た
顧
客
志
向
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

魅
力
が
強
み

次
の
三
点
が
特
長
的
だ
。

ガ
イ
ド
の
個
性
と

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
価
値

「
ま
い
ま
い
」は
、コ
ー
ス

と
ガ
イ
ド
数
が
と
て
も
多

く
、
直
近
の
二
〇
一
四
年

（
平
成
二
十
六
年
）秋
（
九

～
十
二
月
）
で
は
百
七
十

コ
ー
ス
、ガ
イ
ド
は
一
〇
〇

人
以
上
に
達
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
は
募
集
・
養
成

す
る
も
の
で
は
な
く
、
以

倉
さ
ん
ら
が
「
探・

し・

て・

お・

願・

い・

す・

る・

」
と
こ
ろ
が
「
ま

い
ま
い
」
の
特
徴
だ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
ガ
イ
ド
紹

介
」
を
見
る
と
、
自
称
と

公
職
混
在
の
極
め
て
ユ
ニ

ー
ク
な
顔
ぶ
れ
が
並
ん
で

い
る
。
女
性
僧
侶
、
京
都
府
立
植
物
園
園

長
、
京
町
家
大
工
棟
梁
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ

レ
ポ
ー
タ
ー
、
造
園
会
社
代
表
取
締
役
、

老
舗
呉
服
店
店
主
、
占
い
師
、
妖
怪
の
子

孫（
！
）な
ど
一
部
を
見
て
も
そ
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
驚
か
さ
れ
る
。

以
倉
さ
ん
は
、
知
人
の
紹
介
や
書
籍
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
つ
ぶ
や
き
な
ど
で
、
ユ
ニ

ー
ク
な
発
信
を
し
て
い
る
人
、
仕
事
、
趣

味
で
面
白
い
人
、
何
よ
り
愛
あ
ふ
れ
る

人
を
「
と
に
か
く
探
す
」
と
い
う
の
だ
が
、

そ
の
セ
ン
ス
と
労
力
が
価
値
づ
く
り
の
中

核
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
面
白
い
人
＝
ガ
イ
ド
が
い
れ
ば
コ
ー

ス
は
あ
る
意
味
無
限
に
創
り
出
せ
る
」

と
以
倉
さ
ん
。

ガ
イ
ド
は
対
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

ガ
イ
ド
と
の
関
係
に
も
独
自
性
が
あ
る
。

ガ
イ
ド
に
は
ツ
ア
ー
売
り
上
げ（
参
加
費

×
参
加
人
数
）
の
五
〇
％
が
支
払
わ
れ
る
。

ガ
イ
ド
は
、
事
前
に
ウ
ェ
ブ
掲
載
用
素

材
（
コ
ー
ス
写
真
や
内
容
紹
介
文
、
ル
ー

ト
と
距
離
、
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
顔

写
真
な
ど
）
と
、
当
日
配
布
用
資
料
（
マ

ッ
プ
原
稿
な
ど
）、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
を

事
務
局
に
提
出
す
る
。
つ
ま
り
、
コ・

ー・

ス・

	 具体的内容	 備考
コース数	 150コース　　　　　　　　　　　　（14年春）
最少催行人員	 1人	
予約	 電話またはウェブ	 電話は10：00～18：00（水・日・祝休み）
当日受付	 定員に空きがあれば可	
料金	 大人2,000円～2,500円程度	
	 	 最高20,000円まで、幅広く設定あり	
ツアー時間	 2～3時間程度	
ガイド数	 100人以上	
参加者数	 約5,000人　　　　　　　　　　　（13年度）
稼働率（対定員）	 99％　　　　　　　　　　　　			　（14年春）
旅行会社経由率（人数）	 なし	
参加者特性	 	 	
	 満足度	 たいへん良かった79％	 良かった19％、普通2％（13年春）
	 リピーター比率	 79％（図2参照）　　　　　　　　（13年春）
	 府外客	 49％	 大阪府21％、兵庫県10％、滋賀県7％、
	 	 	 他11％（14年春）
	 府内客	 51％	
	 年代層特性	 図1参照	 平均年齢41.77歳（14年春）
資料：HP、パンフレット、ヒアリングにより筆者作成（2014年11月取材時）

表1   「まいまい京都」の概要と参加者

“
軍
都
”
深
草
！
戦
争
の
な
か
の
京
都
を
訪
ね
て
～
師
団

司
令
部
、
軍
道
、
軍
人
湯
…
京
の
戦
争
遺
産
を
歩
く
～

（
ガ
イ
ド
：
京
都
高
低
差
崖
会
崖
長　

梅
林 

秀
行
さ
ん
）

女
性
僧
侶
・
英
月
さ
ん
と
め
ぐ
る
、
仏
光
寺
界
隈
か
ら
大

行
寺
へ
～
仏
教
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
、ミ
ニ
法
話
、ち
ょ
っ
と
か
わ
っ

た
写
経
ま
で
～
（
ガ
イ
ド
：
真
宗
佛
光
寺
派
大
行
寺
副
住

職
英
月
さ
ん
）
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づ・

く・

り・

は・

原・

則・

ガ・

イ・

ド・

が
行
っ
て
い
る
。

な
お
、「
ガ
イ
ド
自
身
が
飽
き
る
と
ツ

ア
ー
の
魅
力
が
落
ち
る
の
で
」、
ニ
ー
ズ

は
あ
っ
て
も
し
ば
ら
く
休
む
（
シ
ー
ズ
ン

を
空
け
る
）
コ
ー
ス
も
あ
る
。
ガ
イ
ド
一

人
が
シ
ー
ズ
ン
中
に
担
当
す
る
ツ
ア
ー
回

数
も
一
回
か
ら
数
回
程
度
。

ガ
イ
ド
自
身
の
緊
張
感
や
ワ
ク
ワ
ク
感

も
参
加
者
を
引
き
つ
け
る
重
要
な
要
素

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
だ
。

事
務
局
は
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

以
倉
さ
ん
た
ち
数
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
交

代
で
、
原・

・

・

・

・

・

・

・

則
全
て
の
ツ
ア
ー
に・

同・

行・

す
る

の
も
「
ま
い
ま
い
」
の
特
徴
だ
。

集
合
場
所
で
の
参
加
費
収
受
と
注
意

事
項
の
説
明
、
ツ
ア
ー
中
の
安
全
管
理
、

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
と
回

収
が
主
な
業
務
で
あ
る
が
、
重
要
な
役
割

と
し
て
、
予
約
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け

で
は
見
え
づ
ら
い
実
際
の
様
子
、
空
気
感

の
把
握
と
い
う
目
的
が
あ
る
。
主
催
者
と

し
て
の
責
任
意
識
、
ク
オ
リ
テ
ィ
管
理
意

識
と
い
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
が
次
の
シ
ー
ズ
ン
の
企
画
構
成

に
活
か
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

「
民
間
の
事
業
と
し
て
、
お
客
様
の
参

加
費
で
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

顧
客
満
足
の
追
求
は
基
本
。
シ
ン
プ
ル
で

す
」
と
以
倉
さ
ん
が
言
う
通
り
、

ま
さ
に
徹
底
し
た
顧
客
志
向
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
魅
力
が
、“
売
れ
る
”
理
由

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。　

―
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
も

リ
ピ
ー
ト
を
生
む

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
春
シ

ー
ズ
ン
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

参
加
者
の
年
代
は
図
１
の
通
り
幅
広
く
、

表
１
の
よ
う
に
府
内
お
よ
び
近
場
か
ら
の

参
加
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
比
率
は
八
割
で
、
五
回

以
上
の
ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
が
半
数
を
超

え
て
い
る︵
図
２
︶。聞
け
ば
百
回
以
上
の

超
ハ
ー
ド
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
な
ど
、
相

当
熱
心
な
フ
ァ
ン
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

趣
味
と
し
て
写
真
を
撮
り
な
が
ら
参
加

し
て
い
た
参
加
者
ら
に
よ
る
「
写
真
部
」

と
い
う
ク
ラ
ブ
活
動
的
な
動
き
も
あ
る
。

実
際
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て
驚
い
た
の
は
、

顔
な
じ
み
の
参
加
者
が
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
排
他
的
な
雰
囲
気
は
な
く
、「
普
通

の
観
光
ば
か
り
で
は
面
白
く
な
い
と
思
っ

て
」
と
い
う
初
参
加
の
母
娘
観
光
客
が
違

和
感
な
く
な
じ
ん
で
い
た
こ
と
だ
。

京
都
の
新
た
な
一
面
を
知
る
ま
ち
歩
き

の
楽
し
さ
は
、
年
代
や
居
住
地
を
超
え
て

共
有
で
き
る
と
実
感
し
た
。

「
地
域
発
」「
観
光
」
と
い
う
言
葉
が
規

定
し
て
し
ま
う
思
い
込
み
が
、
地
元
客
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か

と
気
づ
か
さ
れ
る
。

―
自
立
運
営

以
倉
さ
ん
は
、“
自
立
運
営
”
に
つ

い
て
も
、
惜
し
み
な
く
教
え
て
く
れ
た
。

二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
の
ツ
ア

ー
総
売
上
は
約
一
、一
一
〇
万
円
。
先
述
の

通
り
、
ガ
イ
ド
に
五
〇
％
が
支
払
わ
れ
る

の
で
、
半
分
の
五
五
〇
万
円
が
事
務
局
経

費
と
な
る
。

そ
こ
か
ら
、
大
ま
か
に
販
促
費
や
備

品
な
ど
の
約
三
〇
万
円
を
抜
い
た
残
り

約
五
二
〇
万
円
の
二
分
の
一
が
以
倉
さ
ん
、

四
分
の
一
ず
つ
を
事
務
局
の
他
ス
タ
ッ
フ

の
人
件
費
と
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
で
分
け
て

い
る
と
の
こ
と
。
販
促
費
が
少
な
い
の
は
、

チ
ラ
シ
の
印
刷
代
程
度
で
基
本
は
ウ
ェ
ブ

に
よ
る
集
客
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
か
ら
。

「
質
素
に
暮
ら
し
て
い
け
ば
や
っ
て
い

け
ま
す
（
笑
）」「
小
さ
な
子
供
が
い
る
の

で
、
平
日
は
子
守
。
土
日
は
楽
し
い
仕
事

で
す
。
収
入
は
少
な
く
て
も
自
由
な
時
間

が
多
い
の
で
、
若
い
人
に
は
お
ス
ス
メ
し

た
い
で
す
ね
」
と
以
倉
さ
ん
。

「
そ
も
そ
も
ま
ち
歩
き
は
資
本
が
い
ら

な
い
。
人
さ
え
い
れ
ば
で
き
る
も
の
。
最

初
に
資
本
投
下
さ
れ
れ
ば
、
打
ち
切
ら
れ

た
時
に
危
機
を
迎
え
る
の
で
は
な
い
で
す

か
」
と
行
政
の
資
金
的
支
援
に
つ
い
て
は

18観光文化224号 January 2015

図1   「まいまい京都」参加者の
年代

資料：まいまい京都

（n=2282）（2014春）

70代
（2％） 10代

（0％）
80代
（0％）

30代
（20％）

40代
（35％）

60代
（13％）

50代
（22％）

20代
（8％）

図2  「まいまい京都」参加者の
リピーター比率

資料：まいまい京都

（n=2218）（2013春）

5回目以上
（59％）

初めて
（21％）

2回目
（9％）

3回目
（7％）

4回目
（4％）
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警
鐘
を
鳴
ら
す
。

―
ウ
ェ
ブ
販
売
に
な
じ
む
商
品
特
性

旅
行
会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
商
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
売
れ
な
か
っ
た
と
い
う

経
験
が
あ
る
。
載
せ
る
な
ら
催
行
を
確

約
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
苦
労
し
た
。

ま
た
、
載
せ
て
も
販
売
量
の
見
通
し
は
自

分
の
努
力
で
は
如い

か
ん何

と
も
し
難
く
、
そ
の

後
積
極
的
に
考
え
て
は
い
な
い
。

一
つ
一
つ
の
コ
ー
ス
と
ガ
イ
ド
が
評
価
さ

れ
、
ウ
ェ
ブ
中
心
の
や
り
方
で
現
在
の
規

模
程
度
の
集
客
は
で
き
て
い
る
た
め
、
現

在
は
ほ
と
ん
ど
が
直
販
だ
。

「
ま
い
ま
い
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
非
常

に
分
か
り
や
す
い
。
コ
ー
ス
名
は
特
徴
を

よ
く
表
し
て
い
る
。
申
し
込
み
手
続
き

は
簡
単
で
、
予
約
状
況
も
一
覧
し
や
す
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
連
動
し
て
終
了
し
た
ば

か
り
の
コ
ー
ス
の
楽
し
げ
な
写
真
が
次
々

と
ア
ッ
プ
さ
れ
、
気
を
引
か
れ
る
。
コ
ー

ス
は
お
お
む
ね
一
カ
月
前
に
発
表
さ
れ
る

が
、
告
知
と
同
時
に
定
員
に
達
し
て
し
ま

う
コ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
た
め
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、「
ま
い
ま
い
京
都
」は

ま
ち
歩
き
事
業
の
自
立
可
能
性
を
示
し
、

ま
た
、

商
品
の
特
質
と
し
て
、「
多
様
性
」「
固

有
性
」「
新
鮮
さ
」
が
売
り
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
直
販
と
親
和
性
が
高
い

こ
と
も
示
し
て
い
る
。

那
覇
ま
ち
ま
～
い

「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」（
以
下
、「
ま
ち

ま
～
い
」）は
一
般
社
団
法
人
那
覇
市
観
光

協
会
が
主
催
し
て
い
る
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
事
業
で
、や
は
り
「
長
崎
さ
る
く
」

を
参
考
に
し
て
始
ま
っ
た
も
の
。

長
崎
同
様
、
公
的
資
金
の
投
入
に
よ

り
地
域
活
性
化
を
目
的
と
す
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。
加
え
て
、「
ま
い
ま
い
京
都
」
な

ど
民
間
事
業
の
研
究
に
も
熱
心
で
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

に
取
り
組
む
、
官
民
双
方
の
強
み
を
組
み

合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
タ
イ
プ
を
目
指

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。　

立
ち
上
げ
か
ら
足
か
け
七
年
関
わ
っ
て

き
た
同
観
光
協
会
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
千
住

直
広
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

―
危
機
感
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

取
り
組
み
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
二
〇
〇
八

年
（
平
成
二
十
年
）、
国
土
交
通
省
ニ
ュ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
・
流
通
促
進
事
業
の

採
択
事
業
と
し
て
策
定
さ
れ
た
一
コ
ー
ス

に
端
を
発
す
る
。
背
景
に
は
、
高
速
道
路

の
延
長
と
レ
ン
タ
カ
ー
観
光
の
進
展
な
ど

に
よ
り
那
覇
市
が
通
過
観
光
地
に
な
る
こ

と
へ
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。

翌
二
〇
〇
九
年
（
平
成
二
十
一
年
）
に

も
観
光
庁
事
業
に
よ
り
四
コ
ー
ス
を
策
定
、

そ
し
て
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）、

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
を

活
用
し
、
学
芸
員
経
験
者
、
ガ
イ
ド
経
験

者
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
八
人
を
新

規
採
用
し
て
体
制
を
強
化
、
本
格
的
に

「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」
と
し
て
事
業
を
開

始
し
た
。　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
四
季
に
応
じ
て
三
カ

月
ご
と
に
発
行
さ
れ
、
毎
回
約
三
十
コ
ー

ス
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。「
ま
～
い
」
と

は
沖
縄
の
言
葉
で
廻
る
、
巡
る
と
い
っ
た

意
味
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
ガ
イ
ド
と

歩
く
ま
ち
ま
～
い 

人
・
ま
ち
・
出
逢
い
、

再
発
見
。」。

コ
ー
ス
づ
く
り
は
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

が
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
い
エ
リ
ア
を
選
び
、

取
材
を
行
い
企
画
す
る
。
ガ
イ
ド
は
養
成

講
座
に
よ
り
「
ま
ち
ま
～
い
ガ
イ
ド
」
と

し
て
育
成
、
認
定
さ
れ
、
現
在
そ
の
数
は

約
一
〇
〇
人
。

修
学
旅
行
や
企
業
団
体
な
ど
か
ら
の

オ
ー
ダ
ー
ツ
ア
ー
も
請
け
負
っ
て
お
り
、

年
間
四
、〇
〇
〇
人
程
度
と
全
体
の
四
割

近
く
を
占
め
て
い
る
︵
表
２
︶。

千
住
直
広
（
せ
ん
じ
ゅ
う 

な
お
ひ
ろ
）
氏

宮
崎
県
宮
崎
市
出
身
。一
般
社
団
法
人
那
覇
市

観
光
協
会
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。沖
縄
国
際
大
学
卒
業
。

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
一
般
社

団
法
人
那
覇
市
観
光
協
会
に
所
属
。二
〇
一
〇
年

に
那
覇
市
内
の
名
所
を
ガ
イ
ド
と
歩
く
「
那
覇

ま
ち
ま
～
い
」
を
ス
タ
ー
ト
、
現
在
に
至
る
。
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ま
ず
、「
作・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

り
手
の
想
い
だ
け
で
は
ダ・

メ・

だ
と
い
う
こ
と
で
す
」。

二
〇
〇
八
年（
平
成
二
十
年
）、最
初
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
に
は
、体
験
し
て
も
ら
い

た
い
内
容
を
と
に
か
く
目
い
っ
ぱ
い
盛
り

込
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
仕
立
て
た
が
、応
募

状
況
と
参
加
者
の
反
応
を
見
て
悟
っ
た
と

い
う
千
住
さ
ん
。

参
加
者
目
線
が
重
要
と

考
え
て
、「
ま
い
ま
い
京
都
」

な
ど
参
考
事
例
の
情
報
収
集

や
視
察
を
重
ね
て
き
た
。

当
初
は
、「
観
光
客
が
来
て

い
な
い
場
所
」
を
売
る
こ
と

か
ら
考
え
て
取
り
組
ん
だ
が
、

首
里
城
な
ど
の
集
客
力
あ
る

場
所
に
絡
め
た
コ
ー
ス
づ
く

り
に
力
を
入
れ
、
ま
ず
は
フ
ァ

ン
づ
く
り
、
そ
し
て
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
考
え
方
を
変
え

た
と
い
う
。

「
ま
い
ま
い
」
の
よ
う
に

特
徴
的
な
ガ
イ
ド
を
前
面
に

出
す
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
も

増
設
し
た
。
例
え
ば
「
ブ
ラ

ジ
ル
雑
貨
店
主
と
歩
く
多
国

籍
店
と
南
米
に
華
咲
く
沖
縄

文
化
」「
栄
町
市
場
商
店
街
振
興
組
合
事

務
局
長
と
巡
る
栄
町
市
場
」
な
ど
。

沖
縄
到
着
後
に
行
動
計
画
を
立
て
る

旅
行
者
な
ど
に
も
配
慮
し
、
気
軽
な
参

加
を
促
す
仕
組
み
も
整
え
た
。
ほ
ぼ
全
て

の
コ
ー
ス
で
、
予
約
に
余
裕
が
あ
れ
ば
当

日
予
約
が
可
能
。
ま
た
都
合
に
合
わ
せ
て

参
加
し
や
す
い
よ
う
毎
日
あ
る
い
は
一
日

二
回
催
行
の
コ
ー
ス
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
参
加
者
の
満
足
度
を
重
視

し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
売
れ
な
い
コ

ー
ス
を
見
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。「
人・

気・

の・

な・

い・

コ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

ー
ス
は
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
再

度
載
せ
ま
す
」
と
、
地
域
活
性
化
と
い
う

目
的
は
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、
魅
力
開
発
に

は
余
念
が
な
い
。

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
観
光
客

が
あ
ま
り
歩
か
な
い
裏
道
な
ど
で
那
覇

の
暮
ら
し
や
考
え
方
に
触
れ
る
体
験
が

で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ク
イ
ズ

を
取
り
入
れ
た
り
、
参
加
者
の
質
問
を

ガ
イ
ド
が
地
元
の
方
に
声
を
か
け
て
解
決

す
る
な
ど
、

シ
ナ
リ
オ
性
と
ラ
イ
ブ
感
の
あ
る
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト

に
な
っ
て
い
た
。
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	 具体的内容	 備考
コース数	 最大54コース（うち毎日開催4コース6本程度）　（14年春）
最少催行人員	 1人	
予約	 電話またはウェブ	 電話は毎日9：00～17：00
当日受付	 定員に余裕があれば参加可能	
料金	 基本料金　大人1,000円　子供500円	 保険料込み、入場料別	
	 	 スペシャルコースとして、1,500円、2,000円、
	 	 2,500円、4,000円コースもあり	
ツアー時間	 60～120分	
ガイド数	 約100人	 ガイド養成講座4期生を含む	
参加者数	 約10,000人　　　　　　　　　　　　　　 （13年度）（14年度は12,000人目標）
稼働率（対本数）	 61.7％	 設定本数2,652本中の出発本数（13年度）
旅行会社経由率（人数）	 5割	
参加者特性	 	 	
	 リピーター比率	 多いが数値は不明
	 県外客	 8割
	 県内客	 2割
	 年代層特性	 40～60代で60％　　　　　　　　　　　　（11年調査）

資料：HP、パンフレット、ヒアリングにより筆者作成（2014年11月時点）

表2 「那覇まちま～い」の概要と参加者 ―
や
り
な
が
ら
分
か
っ
て
き
た

参
加
者
目
線
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

参
考
に
し
た
い
の
は
、
取
り
組
み
開
始

か
ら
七
年
、
そ
の
過
程
で
千
住
さ
ん
が
得

た
い
く
つ
か
の
発
見
と
知
見
で
あ
る
。
回

数
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
見
え
て
き
た
こ

と
、
変
え
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

壺屋のツボ やちむん通りとすーじぐゎーめぐり
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―
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
、

ま
ち
は
生
き
て
い
る

コ
ー
ス
数
の
理
想
や
ゴ
ー
ル
イ
メ
ー
ジ

に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
ま
ち
は
生
き
て

い
る
の
で
、
定
番
コ
ー
ス
だ
け
に
な
っ
た

ら
ま
ち
が
伝
わ
ら
な
い
」
と
千
住
さ
ん
。

「
二
十
四
時
間
三
百
六
十
五
日
動
い
て
い

る
の
が
ま
ち
な
の
で
」「
大
変
で
す
け
ど
、

ず
っ
と
新
コ
ー
ス
の
開
拓
を
や
っ
て
い
く

ん
で
し
ょ
う
ね
」。

「
ま・

・ち
」
は
「
生・

・

・

・

き
も
の
」
な
の
だ
。

こ
の
考
え
方
に
の
っ
と
り
、「
ま
ち
ま

～
い
」
で
は
季
節
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
の

開
発
と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
、
朝
に
も
夜
に
も

コ
ー
ス
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
那
覇
の
夏
は
暑
い
、
梅
雨
は

雨
が
降
る
。
で
あ
れ
ば
、
屋
内
や
木
陰
を

歩
い
て
夏
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
コ
ー

ス
を
つ
く
っ
た
。
毎
日
夕
刻
ス
タ
ー
ト
の

「
首
里
・
ゆ
っ
た
り
・
散
歩
」
で
は
、
い
わ

ゆ
る
首
里
城
観
光
で
は
パ
ス
し
て
し
ま
う

周
辺
の
円
覚
寺
跡
や
弁
財
天
堂
な
ど
に
も

足
を
延
ば
し
な
が
ら
日
没
時
間
帯
に
合
わ

せ
て
展
望
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど
り
着
き
、
美

し
い
夕
暮
れ
を
楽
し
む
。「
早
起
き
は
三

文
の
得 

農
連
市
場
ま
～
い
」
は
、
朝
六

時
に
出
発
し
て
市
場
の
賑に

ぎ

わ
い
を
感
じ
る
。

新
規
コ
ー
ス
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

二
〇
一
二
年
度
（
平
成
二
十
四
年
度
）
か

ら
は
ガ
イ
ド
に
よ
る
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
を

開
始
し
た
。

地
域
に
対
す
る
想
い
と
ガ
イ
ド
経
験
に

よ
っ
て
得
た
参
加
者
目
線
を
活
か
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
が
提
案
さ
れ
、
グ
ラ
ン

プ
リ
に
選
ば
れ
た
コ
ー
ス
は
実
際
催
行
さ

れ
て
い
る
。

―
地
元
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
と
存
在
感

タ
ー
ゲ
ッ
ト
客
層
に
つ
い
て
も
や
り
な

が
ら
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
当
初
は

観
光
協
会
会
員
の
宿
泊
施
設
の
こ
と
を

考
え
、
で
き
る
だ
け
県
外
客
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
県
内

客
の
参
加
が
思
っ
た
よ
り
多
く
、
か
つ
リ

ピ
ー
タ
ー
化
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
県
内
と
い
っ
て
も
隣
町
の
こ
と

は
案
外
知
ら
な
い
も
の
で
、
そ
れ
が
ウ
ケ

る
と
い
う
発
見
で
あ
る
。

県
内
客
が
混
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
参

加
者
同
士
の
交
流
が
一
層
楽
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
と
気
づ
い
て
か
ら
は
、
県
内
、

県
外
客
の
比
率
は
五
対
五
程
度
が
理
想
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

確
か
に
実
際
の
ツ
ア
ー
で
も
、
県
外
客

の
質
問
に
県
内
か
ら
の
参
加
者
が
語
り
出

す
な
ど
参
加
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

―
地
域
活
性
化
の
た
め
に

千
住
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
ま
ち
ま
～
い
」

事
業
の
目
的
は
、「
地
域
活
性
化
」
と
極

め
て
明
快
で
あ
る
。

三
、〇
〇
〇
万
円
（
ふ
る
さ
と
雇
用
再

生
特
別
基
金
事
業
費
）の
補
助
金
を
投
入

し
、売
り
上
げ
は
約
一
、〇
〇
〇
万
円
と
の

こ
と
か
ら
「
も
ち
ろ
ん
自
立
し
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
」
と
千
住
さ
ん
。「
た
だ
、

私
見
で
す
が
、地
域
活
性
化
事
業
と
し
て

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
へ
の
行
政
支
援
は
ア

リ
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
へ
の
支
援
も

あ
る
程
度
は
ア
リ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

理
由
は
、
こ
の
事
業
は
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
仕
掛
け
で
あ
り
、
滞
在
型
観
光
を

創
出
す
る
た
め
だ
か
ら
。
市
民
ガ
イ
ド
養

成
は
人
づ
く
り
で
あ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
な
ど
が
結
果

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
か
ら
だ
。

沖
縄
総
合
事
務
局
の
調
査
（
二
〇
一
三

年
七
月
発
表
）
に
よ
れ
ば
、
経
済
効
果
は

約
三
、四
〇
〇
万
円
と
推
計
さ
れ
、
滞
在

日
数
の
長
期
化
、
消
費
行
動
の
喚
起
に
つ

な
が
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、「
長
崎
さ
る
く
ク
ラ
ス
の
集

客
数
七
万
～
八
万
人
の
規
模
に
な
れ
ば
、

自
立
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
自
立
モ
デ
ル
も
視
野
に
は
入
れ
て
い
る
。

旅
行
会
社
経
由
比
率
は
現
在
約
五
割
で

比
較
的
大
き
く
、
中
で
も
修
学
旅
行
な

ど
の
団
体
向
け
が
主
流
で
あ
る
。
個
人
客

向
け
の
旅
行
商
品
と
し
て
は
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
の
他
パ
ッ
ケ
ー
ジ
タ
イ
プ
も

造
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
た
だ

し
、
こ
ち
ら
は
売
れ
行
き
が
よ
い
と
は
言

い
難
く
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
る
こ
と
で

効
果
的
な
情
報
発
信
に
な
る
と
考
え
て
い

る
と
の
こ
と
。

情
報
発
信
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
モ

ノ
レ
ー
ル
駅
、
ホ
テ
ル
、
公
民
館
、
図

書
館
や
東
京
に
あ
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
わ
し
た
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
に
置
き
、
あ

と
は
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
雑
誌
の
取

材
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
り
努
め
て
い
る
。

「
ま
ち
ま
～
い
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

非
常
に
よ
く
で
き
て
い
る
。
分
か
り
や
す

さ
、
操
作
ス
ト
レ
ス
の
な
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
や
、
新
し
い
コ
ー

ス
が
ど
ん
ど
ん
投
入
さ
れ
て
い
る
様
子
が
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伝
わ
っ
て
く
る
。

―
個
人
と
の
つ
な
が
り
で
観
光
の

質
的
変
化
に
挑
む

こ
の
よ
う
に
進
化
を
続
け
て
い
る
の
が

「
ま
ち
ま
～
い
」
で
あ
る
。
観
光
協
会
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
一
層
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
千
住
さ
ん
は
、
今
、
観

光
客
と
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
意
識
し
て

い
る
。

「
テ
ロ
や
外
交
な
ど
外
的
要
因
に
左
右

さ
れ
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
観
光
で
す
が
、

ま
ち
ま
～
い
の
お
客
さ
ん
は
、
我
々
が
困

っ
た
時
に
応
援
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
だ

と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
個
人

と
個
人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る
。
そ
れ
が

足・

・

・
腰
の
強・

・

・

・

い
観
光
で
す
」。

新
し
い
関
係
づ
く
り
が
重
要
な
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
。

共
通
点
か
ら

「
売
れ
る
」
を
考
え
る

以
上
の
二
つ
の
事
例
を
総
括
し
、
売
り

方
の
ヒ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

―
人
、
ラ
イ
ブ
感
、
商
品
力
が
決
め
手

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

魅
力
そ
の
も
の
、
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
が

販
売
力
に
直
結
し
て
い
た
。「
人
」
と
「
ラ

イ
ブ
感
」
が
魅
力
の
根
源
だ
と
い
う
考
え

方
は
必
ず
し
も
「
ま
ち
」
限
定
で
は
な
く
、

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
の
要
諦
で

あ
る
。
顧
客
目
線
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ

く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
顧
客
満
足
度
の
把
握

と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
仕
組
み
を
持
つ
こ

と
が
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。

―
「
ナ
マ
モ
ノ
」
の
流
通
に
強
い
ウ
ェ
ブ

個
人
客
の
期
待
に
応
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
商
品

で
、
季
節
ご
と
の
品
ぞ
ろ
え
が
重
要
で
あ

る
。
多
様
性
と
鮮
度
の
魅
力
を
伝
え
る
流

通
ル
ー
ト
と
し
て
は
ウ
ェ
ブ
販
売
と
の
親

和
性
が
高
い
。

―
地
元（
近
場
）の
住
民
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ま
さ
に
“
灯
台
下
暗
し
”、
地
元
客
は

有
望
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
。
参
加
者
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ

に
も
な
り
得
る
と
い
う
認
識
と
併
せ
て
、

地
元
客
の
存
在
を
も
う
一
度
見
直
す
必
要

が
あ
り
そ
う
だ
。

―
新
た
な「
関
係
づ
く
り
」が「
集
客
」へ

ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
通
じ
て
新
し
い
つ

な
が
り
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
見
落
と

せ
な
い
。

地
域
発
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
販
売
と
は
、

体
験
の
「
提
供
」
の
域
を
超
え
た
「
関

係
づ
く
り
」
で
あ
る
と
捉
え
直
し
て
は
ど

う
だ
ろ
う
。「
長
崎
さ
る
く
」
然し

か

り
、「
ま

い
ま
い
京
都
」
も
「
那
覇
ま
ち
ま
～
い
」

も
「
関
係
づ
く
り
」
を
と
て
も
大
事
に
し

て
い
る
。「
販
売
数
」
よ
り
も
「
新
た
な

関
係
づ
く
り
」
を
意
識
す
る
こ
と
か
ら
新

し
い
戦
略
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
く
ぼ
た　

み
ほ
こ
）
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まち歩きを大きく変えた「長崎さるく」
　いわゆる観光スポットよりもそこに住む人の日常生活色
の濃い「まち」、あるいはメーンストリートよりも一本脇やウ
ラの道への興味が高まっている。テレビ番組では「ぶらり
途中下車の旅」（1992年放送開始）、「ブラタモリ」（2008
年～2012年、2015年4月より再開予定）、雑誌では『散歩
の達人』（1996年創刊）などまち歩きを題材にしたメディア
も息が長い。
　「長崎さるく博’06」は、まち歩きだけの集客は難しいとい
う大方の予想に反し、7カ月の会期中に延べ700万人を超え
る人が長崎のまちを歩くという成果を上げた。その成功は、
人々の「まち」への関心の高まりをうまくとらえて「まち」と
参加者をつなげた市民ガイドの存在によるところが大きい。
立ち寄りスポットの知識や情報を伝える旧来型の観光案
内とは異なり、「長崎さるく」では、観光客と市民のコミュニ
ケーションによる「まちの体験」が醍醐味である。長崎市は
市の戦略としてこの「まち歩き」に取り組み、博覧会終了後
も「観光インフラ」として積極的に展開している。参加者数
は現在、年間約8万人程度。地域活性化策としてのまち歩
き“事業”ブームの原点となっている。

［
参
考
文
献
］

・
茶
谷
幸
治
『
ま
ち
歩
き
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観
光
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る
』

（
学
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出
版
社
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二
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〇
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）

・
茶
谷
幸
治
『
「
ま
ち
歩
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か
け
る
』

（
学
芸
出
版
社
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平
成
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光
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講
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講
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人
を
活
か
し
、
ま
ち
を
活
か
す
観
光
の
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え
方
～

見
え
な
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価
値
を
見
せ
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「
ま
ち
歩
き
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の
実
践
』

（
公
益
財
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法
人
日
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通
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、
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〇
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）
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久
保
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穂
子
、
吉
澤
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今
日
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ま
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関
す
る
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光
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〇
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）
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